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ま え が き

　大学体育研究は，筑波大学体育センターが共通科目「体育」を充実させるための方策に
ついて，日々研究を重ねてきた経過が示された雑誌です。これまで体育センターで頑張っ
て来られた先生方の思いが伝わってくる雑誌でもあります。その思いを受け継いで，大学
体育研究の更なる発展を目指していきたいと思います。
　大学体育研究は，5年前の第 36号から投稿者の幅を広げ，共通科目「体育」に関わる
全ての人々に門戸を開きました。その年には，千葉工業大学の森田啓先生が初めて学外か
ら投稿されました。題目は，「大学体育がめざすべきこと：高校体育，スポーツクラブ体育，
専門体育との関係から」でした。そして，大学体育のあり方や目指すべき方向性を示され
ました。第 37号以降も，学外からの投稿が少しずつ増えてきており，５年前の判断がよかっ
たのではないかとほっとしています。

　第 41号は総説 1編，原著論文 2編，実践研究 1編，研究資料 1編，報告 5編，そして，
開学以来継続してきた体力・運動能力調査結果が掲載されます。報告では，マリンスポー
ツ，キャンプ，そしてウィンドサーフィンのような，日頃経験することの少ない授業科目
の充実した様子が示されています。筑波大学体育センターの授業科目の中でも特徴ある科
目であるマリンスポーツ等は，今後も充実させていければと考えています。
　昨今，紙媒体による雑誌が必要であるのかなど，よく議論されます。もう 20年ほど前
になりますが，大きなWEBの企業から依頼を受け，テニスのコーチングに関するシリー
ズを 2年間ほど掲載しました。しかし，現在，WEB上には跡形もありません。紙媒体と
してきちんと学術研究や授業報告等の記憶を残しておくことは，将来の筑波大学体育セン
ターのためにも重要なことであり，今後も，紙媒体を中心とした研究雑誌として，大学体
育研究の紙面を埋めていきたいと考えています。
　ここに，大学体育研究第 41号をお届けします。関係各位のご意見等をお聞かせいただ
ければと思います。
　今後とも，筑波大学体育センターの活動にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上
げます。

　　　平成 31年 3月
 体育センター長

 山田　幸雄
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